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概 要

本研究の目的は，電気自動車が電気モータで駆動される特徴を活かし，モータ制御技術を応用して，

エネルギー効率を改善することである。電気自動車といえば，バッテリ容量の向上等が注目されがちで

あるが，モータの駆動回路及びその制御方法を工夫することにより，エネルギー効率が大幅に改善され

る。昨年度は減速時のエネルギーを電源に返還する回生制動について検討し，それを効率よくおこなう

ための新しい回路方式を提案した。

エネルギー資源の不足
環境問題の深刻化

背景

電気自動車の研究開発が
活発化

はじめに

一回のエネルギー補給（充電）で走行できる
距離がガソリン自動車に比べて短い

1. モータ駆動回路を工夫し，モータの余ったエネルギーを電源に返還（回生）する減速時や
下り坂走行時に，モータを発電機として使用することにより，余った回転エネルギーを電気
エネルギーに変換してバッテリに返す。

2. モータの瞬時トルク（回転力）を緻密に制御し，路面とのすべりを最小限に抑える
電気モータの高速応答性を利用した，緻密な制御により，すべりを最小限に抑えた
効率の高い走行が可能になる。

問題点

モータの駆動回路，制御方法を
工夫することにより，

エネルギー効率の改善を目指す

本研究では

まとめ

本年度の成果
主として方策１について検討した。従来のモータ制御回路の欠点を明らかにし，エネルギー
回生を効率よく行うことのできる回路方式を提案した。
今後の予定
提案した回路の最適な回路定数の決定法を検討する一方，モータの瞬時トルクを制御して
エネルギー効率を改善する方法を検討する。

効率改善のための具体的な方策

電気自動車のモータ制御系の構成
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電気自動車の研究開発は未だ発展途上で，未開拓の部分がたくさんあります。本研究の成果は，電気自

動車の普及を後押しするだけでなく，電気自動車の新技術を鳥取県から発信することにも貢献できま

す。本研究は平成 19 年度鳥取県環境学術研究振興事業の助成を受けています。
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